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自主 シ ン ポ ジ ウ ム 3

子 どもの 発達と環境に か かわる保育を考える（3）
　　　　　一「身近な自然にかかわる保育」によっ て 育 つ カを確認し、継続的 ・組繊的な

　　　　　　　　　　　　　 実践の練り上 げの ための方策を探る一

企　画 　者 ： 田尻 由美子 （精華女子 短期大学 ）

司　会　者 ：後藤　範子 （国際学院埼玉短期大学 ）

指定討論者 ：無藤　隆 （お茶の水女子大学）

企画趣旨 （討諭の 意図と踝題）：

　 子 どもを取 り巻 く環境が激変 して い る 現代にお い

て、よりよい 発達 の ための 環境や保育内容環境を中心

に した 「環境 とか か わる 保育」 の あ り方 が十 分 検討さ

れ なけ れ ば ならな い 。と りわ け 自然は多様で変化 し、

生死や成長 な どの 命 の 様 を見せ 、 動きや 五 感を通 した

刺激を数多 く体験 で きるなどの 特性か ら、 心身の 発達

や生きる力をは じめ、自然が 好きで 大切 に思う態度や

心情などの 「環境教育の 芽生え」 がよりよく育つ こ と

が 考 え られ る。保育所 や 幼 稚 園 で は、園 内や周 りの 自

然環境を生 か し、ま た、自然を 作 り出す こ とが 大 切 で

ある 。 さらに、保育者自身の 感性を磨き、自然と幼児

をつ な ぐ保育指導カ へ の 期待も大 きい 。しか しなが ら、

社会的背景か ら変容しつ つ ある保育現場で は、身近に

自然 が ない 、「自然 に 親 しむ保育」 が十分取 り組まれ

て い な い 現 実 が あ り、さ ら に は保 育実践の 研究的な練

り上げが希薄で あるなどの 検討課題 が 多い 。

　自主 シ ン ポ ジ ウム （1 ）（2 ）に おい て、園内自然

環境を工 夫し作り出した事例、あるい は近隣の 自然環

境を最大限 に 生 か し た保育の 事例 を も と に 自然 に 親

しむ 保育を考えた。 また、環境教育的視点をもっ た 自

然 とか か わ る 保育 とは、あ る い は、保育者の 役割、保

育者や研究者の 連携などに つ い て 考えた 。 今回は、特

に 自然 とか か わ る 保育に よ っ て 幼児 に育っ カ を 今一

度再確認する こ とで、それ の重要性 を世 に 間う一助と

した い 。また、研究的視点で の 実践研究と理論の 結合、

ある い は保育者 や研 究者が と も に継続的 ・
組織的 な実

践の練り上げを して い く方策 を探る契機 と したい 。

討論の 柱 ：

（1）都心 部 の 園庭など限 られた自然環境で あっ て も、

豊かな自然 の 復元を可能 に す る 方策とは

（2）地域の 自然環境を最大限に 生か しか か わ っ て 遊

ぷ 保育実践とは

〔3 ）生きるカや科学する 心、自然を大切に 思う環境

教育の 芽生えなど、自然 と十分かかわるこ とで育 つ 幼

児 の カを考え る

話題提供者 ：

五十嵐市郎　（宇都宮大学教育学部付属幼稚園）

藤井　　修　（たか つ か さ保育園）
山田　辰美　（富士常葉大学）

（4 ）研究的視点で の 理論と実践 の 統合、継続的
・
組

織的な実践 の 練 り上げの 方策 を探 る

話題提供 ：

域の 自然環境を生 か した保育実践 と育 っ カ

　　　五十嵐市郎　（宇都宮大学教育学部付属幼稚園）

　 当園は 宇都宮 の ほ ぼ中心 部 に位置 して い る 。 しか し、

郊外に は多く自然を残し、徒歩 20 分 の 所 に は約 1

0．5ha の 敷地面積 を もつ 県中央公園 （都市公園）が あ

り園外保育の 場 として 日常的 に活用 して い る。そ こ で

は、地 域 の 人 々 （主 と して 高齢者 等 ）との 交 流 （例 え

ば草花遊び や 木 の 実遊び な ど手 ほ ど き して くれ る様 々

な人々 との 出会い な ど）が あ りそうした草木 などやそ

の 遊 び 方を保育の 場に持ち帰 り自分 た ちの遊 び に生か

すこ と が で きて い る 。 また、こ う した 園外保育の実施

は 保護者 に も少な か らぬ影響を与え、休 日を利 用 し家

族で 自然 との かかわ りを楽 しみ 、幼児が そ の 日採取 し

た自然物を保育に持ち込む とい う循環 を生ん で い る。

園内だけで な く園外そして 家庭を巻 き込んだ 自然 との

かかわ りは、幼児が自然と触れ合う機会を多 くする だ

け で な く、「お も しろい 」
「きれ い 」

「何で ？ど う して ？」

な どとい う感情を も付加 す る 。 そう した思い が 育 っ て

い くの で 教師 が 誘わ な くと も 自分 た ちで 園内の 自然環

境 へ か か わ ？ て い くよ うに な り、探索 し、体験 し、教

師 さ え驚 くよ うな発 見を して い く よ う に な る 。

　そ う した 経験 を積 み 重ねて い くこ とは 幼児 に 本物

へ の あくなき追求心 を育て るこ とにな っ た。例えば手

にっ い たば い 菌を模式的 に書 き 手 洗 い の 指導 を した と

きなど絵で は なく本物が 見たい と教師 に訴えて きて電

子顕微鏡の 写真を見せた こ とが あ っ た 。 そ こ か ら顕微

鏡をの ぞきたい とい う欲求がうまれ、大学から顕微鏡

と理科教育の先生 にお越 しい た だ き約 2 時間 にわ た り

様 々 な園内外の 微生 動 植物を観察する経験を得る こ と

が で きた 。

　私は こ うした保育経験を踏まえ、幼児 が 自分の 周 り

の 自然 に、思う様、十 分 に 、 何度で もか かわ っ て い く

（い ける）こ とが、今を含めた将来へ の 科学する 心 を
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育て 、 また、自然を大叩に畧い 、．「護 る．・脊 て・る ・慈レ
・「・唱早着レを向け

τ体感褒味袍う．第  歩とな る 。 公園や街

む」 とい っ た環境教育の 芽生え1とっ なが弓ゼい くと思

う の で あ る。

生活の 質を向上 させ る園芸活動

　　　t−！、　 ∵：．たかp か．さ保育園 ・園長 ．藤井　修

　子
’
ど もは 匚育て ら：れ る対象」 と して の 関係 に置かれ

るが 、 彼 らと保育園生 活を共 に じて い る と、 彼 ら 「自

らが育・とう・とするカ」 の大きさに気づかされ る 。1保育

時間が 長時間化 す る現在、．保育施設 の環境は、子 ども

が こ の 主 雌 を発凱 葡 嬾 をゆ旗夫 す嘩
あ ろ う。 そ の条件 の

亠つどじて、
’
最も身近な園庭や保

育室で植物を栽培する こ とをあげた い 。 保育者が子 ど

もと共 に実行するこ
’bが 有効で ある 。 現代 の 生活の営

み には “
・i1消費型 の行為 と・ヤ ヱ ユ ア ル 化 された行為が 随

所 に 見 られ るが ぐ 植物 を 育て ：る 営 み は そ の 対極 に あ る

生産型ぐ・ア ナ ロ グ型 の思考を活性化する行為として 価

値を 認め た い 6　・・筆者は、、 平成
’i15年度 「バ ケ ヅ稲」 栽

培に 5 歳児の子 ど もた ち と半年取 り組み、，従来か ら取

り組 ん で きた 園芸
・栽培活 動 の 意義をよ り強 く感 じる

こ とが で きた 。 発 芽か ら育苗｛．バ ケヅ 田 の 水管理、出

穂、t／収樵 脱穀、炊飯まで の
一

連の 長 い 取 り組 み の 随

所 に子 ど も の好奇心 の持続が み られ、子 ども自身が稲

はもちろん周辺の 生きて い るもの との感情交流を伴う

試行錯誤 の 取 り組み
「
どな う 売 。

’
同時 に そ の期間の気

象 ・．土地柄 に依存する必然性を帯び、保育者中心の 単

調な 保育施設 内 に保 護者は 元 よ り地 域 の 専門 家 ・業者

を招きい れ、多様 な 人間関係も生 まれた。植物 自身の

成長す る能力に子どもの 小さなカが作用 し、食4 物と

して結実す る 園芸活動は 「手ごた え」 や 「自分 の 出番」

を理解 しやすい 保育内容である 。

〜

要 は、保育士
・施設

管 理 者の 栽 培 に対 す る積極的な 学 び と施 設環 境の 整備

に かかっ て い る。保育士養成 の 内容に 園 芸の基礎を組

み 込んで 習得させ る こ と
’
の 意義は大きい 。

自然遊びとビオ トープ の活用

　　　　　　tt
’
．　

tt

パ 山田 辰 美 （富士常葉大学）

　今日の 子 ど もの 日常生活を考え る と1、，自然と深 く関

わ らせ た い と思う 。 子ども達は
・
， ．コ ン ビ 4

−
．タ
ーゲー

ム や ア ニ メ な どの 仮想現実の 世界 に 入 り込 ん で、現実

の 手応えとは 全 く異な る強い刺激に慣れ親しんで い る

よ う だ 。 彼 らの 本能が活き活き した本物の 体験を求め
・

て い る と感じる p 五 感で 感知す る確かな手応えのある

自然界 との 交感 こ そが、彼 らの 貧困 になっ た感性や萎

えた意欲を蘇生 させ る と者える。　　　　 、．い：．

　保育 に もっ と自然を取 り込むべ きで あ る 。 季節感の

ある木 の実や草花な どを使っ た遊び は、自然 に対して

1一
路 で さべも、

’
大ζ、なる白然X

’

（づ1大り口 となる。 野生の

本能 で ある彼 らの 好奇心は、自然界 の様々な色や形、

手鯨りな ζに強い肇味牽示す。
， テこ で 大 切 な こ とは、

．椙然 物 との触 れ合 い を肇レ蓉術 き知 っ て い る 者が い る

かとい うこ とで あ る 。 どの 地方 に もそ の 風 土を活か し

だ 自然遊 び が存在 し、子 ど もか ら子 ど もへ と伝 え られ

ていた 。 抽縁の 異年齢集団に は、自然へ の 興味を高 め、

眉 を上げる感覚 （好奇心）を呼び覚 ま し、み ん な を遊

び に 夢中に させ る力 が あ っ た6 地域 に子 ど もの 群 が 発

生 しない今日、保育者や親がガキ大将の 役割を演 じな

けれはならない かも知れな い 。

　 自然的な空間に 改善す る園庭の ビオ ト史 ズ化は、日

常的に 自然 と触れ合 うこ とが出来 る環境作 りの試 み で

ある 。安全や衛生の 観念が 過 剰 で あ っ た り、一『既 存 の ガ

ー
デニ 次グ 的なもの で あ っ た りして、．．残念ながら優れ

た事例は少ない ♂
『tl．Jl

’
．ト侍 プの 考え方がもっ と保育の

世界に普及すればぐ 生命 に 満ちた世界 どのr 一体感を通

して、太 い 根を張 っ た植物の よ う に：子 ど もの 精神は安
定 し、溌刺 と逞 し ぐ生き る 力を つ け て く．れ る は ずで あ

る 。

指定討論 ：
・
　 ．．．L

・　 ．　　
’
　 ・・．・

一

自然 へ の関心 の芽生えを育てる ．

　　　、　 ド・
．・

：　 無藤 隆（お茶の水女子大学）

　 ごくさ さやか な庭しか なくて もk，　．／そ：こ に 自然令 の 関

わ り・は あ り得 る 。 そ こ に 雑草 を生やす二と・が 出来 る。

木 を一本植えれ ば、そ して実が な り．、．落ち葉が散る よ

うにすれば、季節の 彩 りは豊か にな る。 プ ラン タマ だ

っ て よい 。 そ して そこ に は 日が差 し、風が吹きい る。

　幼児期に 自然の最も基本となる要素に出会うべ きで

あ る 。 草と木、花 と実、虫や小動物、・南る い は 土 で あ

り、風 で あ
「
り、光で あ り、．水と氷で あ り、

「
雨と雪 で あ

り、また、 暑ざ と寒 さ で ある 。 そ こ に出会うとは、tt身

体 ご とぶつ か るこ とで あ甑 心か らの 驚きと感動が あ

る こ とで あるb 見入 り、浸・り込み、、手にレ、
・
触 り、叩

き｝ 味わう．。 時間 と季節 の変化 の 中の 姿の 変容に気が

つ き S び っ く りす る。1
』・・

　その もの に時間 を掛 け て、丁 寧に 関わ り．、．そ の 微細
・な特徴を見て 取れ る ように導く。 それが可能 となる面

白い 活動を工 夫 して も 子どもを誘 い込む 。．心に染み 込

んだ者を形に 表すように、表現 の 活動を導入する 。

　科学的な考え方も自然を大切 に する気持ちも行動も、

すべ てはまず、自然に関わ り、．その多様でφりつ ？、

その もの が い つ も同 じ姿を示す とい う驚嘆の 念か ら始

まる の で あ る 。

S7

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


